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勤め先

医療法人白百合会 市原鶴岡病院の説明



市原鶴岡病院は

入院病床２０５床です。

１病棟 精神科急性期治療病棟（40床）

２病棟 認知症治療病棟（45床）

３・４病棟 精神療養病棟

（120床＝60床×2）

外来（精神科・内科）・ 精神科訪問看護



病棟はこのような造り



入院した患者さんの多くは退院されます。

退院に向けて面談、準備していきます。

治療や退院調整に時間を要する方は

療養病棟に転棟となります。



退院及び処遇改善請求

…当院では年に5件程度（ほぼ退院請求）

面談・カンファレンス

本人・ご家族・地域の支援者の方と一緒に

手話通訳者を依頼

筆談や、声を文字に変えるアプリも



外来では

受診相談・入院相談・障害年金相談

病院の特色上、認知症の方の受診・

入院相談が多いです



■はじめに■



１．私自身として

・大学時代のアルバイト
グループホームの宿直世話人



１．私自身として

・地域の手話講習会に通う



2．アルバイト先

・聴覚障がい者との出会い



2．アルバイト先

・グループホームでの対応



3．共同作業所で勤めて

・共同作業所での事業



3．共同作業所で勤めて

・共同作業所での自身の役割

・精神保健福祉士の資格をとり
病院に転職



4．精神科病院で勤めて

・20年振りに聴覚障がいの患者さん
の担当に

・手話の復習



4．精神科病院で勤めて

・病院での精神保健福祉士の働き方



4．精神科病院で勤めて

・精神科病院で勤めて思うこと



4．精神科病院で勤めて

・精神科病院での聴覚障がい患者さん
への対応



4．精神科病院で勤めて

・精神科病院での職種の役割
病棟内・・・病棟スタッフ中心
病棟外・・・精神保健福祉士



4．精神科病院で勤めて

・聴覚障がいのケアマネさん



4．精神科病院で勤めて

・精神保健福祉士として心がけたこと

「精神疾患もあって大変だが、それに
加えて聴覚障がいの不便さがある」

「患者さんに対して『プラスして』考える」



4．精神科病院で勤めて

・精神保健福祉士として心がけたこと

「病気が悪いのであって、

ご本人は悪くない」



5．大事に思うこと

・本人や家族へのお声がけ

「大変ですね」

「ありがとうございます」



5．大事に思うこと

目の前にいる人に想いを馳せる



6．おまけ

精神保健福祉士として情報提供の工夫・資料

相手に情報を伝える場合に、

相手にも自分にも分かりやすいもの

うまく伝えられないときには手作り

「自分の言葉で伝える」⇒伝わるかな…
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6．さいごに

精神科機関における聴覚障がいのある
患者さんの権利保障の担い手として



医療法人白百合会 市原鶴岡病院

職員募集中です
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